
骨
箱
は
ま

鞄
を
塘
棒
し
て
助
長
し
､
延
ひ
て
抜
放
印
度
の
如
き
白
色
人
権
の
薙
粋
か
ら
榊
放
さ
れ
ん
･,J
す
る
缶
弗

開
閉
の
典
氏
族
櫨
民
地
に
爾
来
に
起

っ
た
の
だ
趣
を
典

に
し
た
束
運
の
典
勤
を
見
た
評
で
あ
る
｡

観
象
の
封
故
に
よ
り
鍾
じ
セ
世
奥
地
固
色
別
の
調
堀
作
用
は
此
の
如
-
園
家
の
生
態
的
考
察
を
必
要
ビ
し
､
チ
ェ
レ

ン
氏
の
図
法
撃
的
考
察
を
限
目
ビ
し
た
政
治
撃
の
輩
慣
を
腺
し
た
努
力
は
我
々
の
心
服
に
横

へ
ぬ
朗
で
あ
る
｡
故
に

氏
の
撃
散
に
就
い
て
偶
成
少
し
-
次
稿
に
逮

ペ
る
｡

三

宅

島

火

山

噴

出

物

の

研

究

(
其
三
)

両

津

倣

疏

員

次

7
.
孤
鑑
の
斑
他
に
よ
る
放
長
石
の
辞
枇
及
比
蕊
の
建
北
リ
ー
二
'
鼓
朝
日村
石
の
加
熱
に
ェ
る
解
約
の
整
地
及
千
庶
附
紀
に
放
け
る

岩
塊
の
比
凍
｡
.I
T17､
明
治
七
年
崎
山
ぜ
ろ
紙
晶
質
熔
山村
の
加
熱
に
よ
る
膨
脹
｡
-
凹
'
次
長
石
と
同
時
に
噴
出
せ
る
｢
ラ
ビ
リ
L
の

耽
班
｡
-
正
､

氷
晶
石
中
に
令
息
る
る
雄
雌
石
の
物
排
的
及
他
堺
的
鵬
質
｡

茄
さ
に
余
は
本
誌
餌
七
位
解
式
及
節
六
の
耐
蝕
に
瓦
り
て
明
鮪
七
年
七
什
三
日
の
コ:･S
:島
火
山
の
柵
軌
汲

英
噴
出
物
に
耽
き
て
輸
逃
せ
る
肝
あ
り
た

り
｡
爾
炎
見
附
戸
'
吉
永
.
上
tiI
､
前
根
及
可
鬼
の
謝
嘩
士
の
投
助
か
柑
て
記
に
放
浪
石
放
談
他
の
噴
出
物

に
就
き
狐
研
究
の
渉
私
弛
め
た
ろ
所
あ
れ

ば
.
北
ハ約
兆
私
大
に
記
録
し
て
前
根
骨
の
簡
約
と
な
し
'
朔
蝉
同
好
射
り
塗
料
に
供
し
静
思
の
馬
改
み
乞
ほ
ん
と
す
o

T

p

温
度
の
変
化
に
よ
る
灰
長
石
の
容
積
及
比
重
の
弊
化

温
度
の
慶
化
に
よ
り
斜
長
石
の
容
積
或
は
此
頚
が
如
何
に
舜
化
す
る
か
は
､
中
性
及
基
性
火
成
岩
の
其
岩
壁
よ

り

三
塙
比
火
山
鵬
〓
伯
の
研
究

)
曽

九



地

球

第
九
舎

弟

四
班

二
光

1
0

回
結
す
る
経
路
を
考
究
す
る
上
に
於
で
p
番
人
の
骨
に
知
ら
ん
･,J
欲
す
る
基
本
的
資
料
の

一
字

Jl｡
戯
れ
共
此
の
種

の
研
究
は
未

だ極
め
て
覇
に
し
て
､
精
密
な
る
資
料
を
得
る
に
は
狗
賂
裸
の
研
究
に
携
た
ぎ
る
ペ
か
ら
す
｡
余
が
蓑

に
劇
定
を
試
み
た
る
方
法
は
示
差
膨
脹
計
を
用
ひ
て
三
周
島
産
衣
長
石
の
膨
脹
率
を
測
定
し
'
此
敦
を
算
出
せ
る
潜

に
て
以
下
述
ぶ
る
が
如
-
計
算
上
に
限
定
を
置
け
る
鮎
あ
D
｡
又
測
定
も
千
度
以
上
に
進
ひ

れ
ば
其
方
法
上
七
･Jn
塵

ず
る
誤
差
も
小
な
ら
ざ
る
べ
き
を
憂
え
'
最
高
粗
度
を
千
度
に
止
め
た
ゎ
?

貿
戯
上
越
皆
の
太
さ
を
有
す
る
結
晶
を
弗
ん
に
は
苦
心
を
要
せ
し
所
な
れ
'.r/J
も
皆
数
室
早
鐘
筋
麻
仁
君
は
三
宅
島

火
山
研
究
の
薦
め
屡
々
同
島
に
航
し
材
料
を
供
給
せ
ら
れ
た
れ
ば
'
余
は
此
の
賓
脇
を
遊
行
す
る
を
得
た
-
〕

賓
駿
に
は
前
に
述

べ
た
る
如
-
示
差
膨
脹
計
を
用
ひ
次
長
石
鮎
晶
の
三
ヅ
の
方
向
即
ち
(0
01),
(010)及
〔1
0
0
)

の
両
に
直
角
の
方
向
に
封
し
､
室
内
脱
皮
よ
り
撮
氏
千
度
迄
加
熱
し
て
其
方
向
の
赦
膨
脹
率
を
測
定
し
∵
其
結
果
よ

も
容
積
の
鍵
化
を
計
算

L
P
史
に
比
翼
の
鼻
化
に
改
算
せ
り
｡

鑓
膨
張
率
よ
り
各
組
度
の
容
積
を
算
出
せ
ん
姉
弟
め
に
灰
長
石
の
常
温
に
於
け
る
結
晶
軸
間
の
角
度
は
左
の
如
-

推
定
せ
り
｡

a

I

9

3｡13
',

p
-
1
15
｡5
5
'
及
び

r
I

9
1｡ilt

容
積
は
次
式
よ
り
計
算
せ
-
0

V

I
x
.y
.
E

.s
i
n

T
.

CO)･

03
-
-
･･-
････-
(i
)

式
中
に
て

Ⅴ
は
標
準
平

行
六
面
憎
の
容
積
.

.d
ツ

け〝
は
一躍
仙準
神
行
六
両
鰹
の
三
速
の
長
さ
､



γは
結
晶
軸

α
及
び

あ
ざ
の
問
の
角
皮
､

恥
は
絶
品
朝

c
AfJ
結
晶
面
(0
0
1
)
へ
の
垂
線
.三
･J
の
L4
す
角
p

結
晶
軸
の
方
向
Ⅹ
Y
Z
に
封
し
結
晶
面

(盲
0
),
(O
iO)及
び
(OOi
)
に
結
晶
軸
の
原
動

O
を
通
し
て
引
け
る
酪
折

を
y
SC
TN
だ
な
す
時
は
p
ガ
ツ
吋ル
ビ
が
〆
J〟
だ
の
関
係
は
次
式
を
以
て
示
す
を
解

ペ
し
｡

(
1
-
cosh
)4
.-
(
coi･T
I
へ05g･
COSP
)也
Nl
(COSi9
-
cosa
cosγ)卦

i
+
2
cD
Sa
COSEJ)
cost
-
COS.Zq･T
{OS2p
-
cosZT

(

1-
cosZii')42-
(coStT

COSij
cosy)卦
-
(cosV､よ
osu･
CosP
)S
t

1+
2
cos,{
cos.a
cosy-
COS2a
-
cos2p
-
cosT2

(
1

-

cose･[)i
B

I
(
C

OS,.3
-
c
osy
c
o

S
a

)
≠
1

(COSU･-
C

OSijc

osy.)
令
.,

1+
2

co
sa
c
o
s
P
co
lr-
C
O
SZL
t

-
COS2p
-
c
o

葦

看
式
に
於
て
i
巌
及
び
動
の
倍
は

≠
1
-

r･CTCOS(X
Xr
)
+

y
T{OSL
:T3/
)
+

E
Icos(x
z
.)や

≠
Z
I

X
'.COS(X
Yy
)
+

y
Pfos(3,y
f)
+

g
T.cos(y
E
､)}

≠
3
-

X
FcoA
x
rE
)
+

y
tCOSLr3,'旦
Y
+

3
'cos(
BfE
r)
,

上
式
に
於
て
本
質
脇
の
場
合
に
は

Z
37.-
x
2Z
E
TI
X
,i
-

･

31

-
9
,z
g
-
y
,z
x
1-
g
)_/
y
1
--
の
角
は
皆
九
十
皮
L･4

る
を
以
て
容
積
の
武
闘
は
次
の
如
-
簡
単
に
す
る
を
穆

べ
し
｡

V
:

(
i
+
2
cosa

三
滝
砧
火
山
噴
佃
物
の
研
究

a

苛

引
T3日
割

叫
川

.･su
lT
COSG叫

]
1
E

･山

ー

一



地

球

丁

節
四
幼

孟

O

l
二

上
式
に
於
け
る
三
つ
の
角

Z
Af
I
v･,=,Z
jf
-
y
)i
-J
-
--

即
ち

C
10
2

及
び

83
は
球
再
投
影
法
に
よ
う
で
蹴
測
せ
る

ド
.
夫
々

3
7.,4
3Q
及
び

393
に
祁
皆
甘
｡

温
度
の
担

化
に
よ
-
両
角
の
変
化
す

べ
き
は
容
易
に
想
像
せ
ら
る
る
所
な
る
も
.
其
値
は
未
だ
充
分
に
測
定
せ
る

も
の
な
し

『
r
y
ネ
』
教
授
の
耽
測
に
よ
れ
ば
p
友
長
石
の
底
甫
(
0
0
1

)
･JJ
横
軸
両
(O
i
O

)
ど
の
為
す
角
は
p
常
温
よ

う
六
百
度
の
間
に
於
で
約
二
十
分
担
化
す
p
余
等
の
比
重
計
麓
に
.

脱
皮
の
鍵
化
に
よ
る
結
晶
軸
間
の
角
皮

″
β
γ

の
慶
化
は
必
要
な
れ
共
､
誌

だ其
億
を
知
る
に
由
な
き
を
園
で
p
其
肇
化
は
極
め
て
小
な
ら
ビ
暇
定
し
､
上
記
の
式

に
就
き
て
常
況
よ
･C,千
度
迄
の
容
積
及
び
些
京
を
計
算
せ
る
推
戴
は
第
愛
東
に
示
す
が
如
-
.
是
等
の
結
果
を
同
示

す
れ
ば
第
安
田
に
見
る
が
如
し
｡
此
の
饗
翰
及
計
算
は
高
温
及
可
見
両
軍
士
の
補
助
に
よ
れ
pel｡

筋
農
園
に
て
明
か
な
る
が
如
-
､
紋
膨
脹
は
(100)
面
に
直
角
の
方
向
即
ち
略
結
晶
軸

α
に
卒
行
の
方
向
に
最
大

固 一 節
ThcTT･d甲 如nolqlOI¶由

Tc叩trPlUroLr･C.

で
常
温
の

ノ
･
▲五
六
パ
ー
セ

/

-
漕
大
す
る
も
.

に
し
て
七
千
度
に
於
て
常
温
の
約
〇
二
ハ
二
パ
ー

セ
ン
ト
伸
び

(olO)
の
河
に
直
角
の
方
向
に
最
小
な
-
p
即
ち
千
皮
に
て
〇
･

二
二
ニ

ー
セ
ン
ト
膨
脹
す
､
底
面

(芸
C
に
直
角
の
方
向
に
は

前
二
者
の
問
の
低
空
不
し
千
度
に
て
○
｡
四
八
パ
ー

セ
ン
ト
な

rD
t

線
膨
脹
が
結
晶

軸

α
の
方
向
に
最
大
に
し
て
p

(01
0)

再
に
直
角
の
方
向
に
最
小
な
る
は
p
余
等
が
先
き
に
賓
成
せ
る

ア
ル
カ

-
長
石
の
場
合
ビ
同
じ
閥
係
な
-
p
容
積
は
千
度
に
於

此
乗
に
改

算
す
れ
ば
小
数
鮎
以
下
僅
か
に
二
位
の
朗
に
放
て
約
四



第 意 表 ■

Anorthite from Miyake-jimfl.

pansionin 'ot.(obs.) Voluワ､eeXPan-stonln%. Density

･toく010)1⊥■to(-oV (cal°.). (cal°.).

001 l l.OL004 0.05013 -2.7571

00(0000(000.0000:ー00000102 0.03 0.22 2.542.752

03 -. 0.12 0.37 ､ 2.748
03 ′ 0.13 0.42 2.747
04r 0ユ5 0.48 , 2.745
04 0.17 0.5 4: 2.743
05 .. 0.19 ~0.60 乳742 1
07 0.21 ･(1.68 2.739
08 0.2上 ~0.75 2.738
10 . 0.26 0.8 4 2.735
1三三. ･0.28 .0.91 2.733
14 ･.0.31 0.99 2.781
16 0.34 1.08 2.729
19 0.36 1.16 2.726
22 0.39 : 1.28 . 2.723
25 0.41 1.36 2.721
28. 0.45 1.47 ?.718

Lineal･CX

⊥to(100)

oo
1
00
雌

.
07

.
10
朋

.
17

.
19
割
g
l,郡
部

.
33

.
36

.
39

-
42

.
45

.
43

.
52

.
55

.
58

.

0
0
ハU
nU
ハU
0
Hu
O
ハU
ハU
nU
O
O
O
′､U
O
n
U0
0
0
0

Temp.

-inC.
20
50

川

150

200

250

糾

350

400

450

500

550

㈹

650

700

糊

800

8-0

900

950

000

1

壁
棟
の
減
少
を
見
る
の
み
'
釦
ち
常
況
に
放
て

二

･七
五
八
の
も
の
は
千
位
に
放
て
二
･七

一
六

4JJ
な
る
な
り
｡
以
上
記
述
せ
る
膨
脹
曲
紙
は
其

容
積
或
は
比
京
の
抱
皮
に
封
す
る
慶
化
髪

不
す

の
み
な
ら
ず
､
叉
其
鼻
化
の
状
態
に
よ
,リ
で
此

の
脱
皮
の
間
に
於
け
る
他
の
諸
性
質
の
慶
化
の

状
態
を
も
推
測
す
る
を
稗
る
な
す
P
即
ち
友
長

石
は
其
膨
脹
曲
舘
が
示
す
如
-
他
の
性
質
も
亀

皮
に
亀
ひ
御
慶
的
に
礎
化
す
る
者
f̂J
見
る
を
得

ペ
L
｡
此
の
性
質
は
正
長
石
に
此
し
て
衣
長
石

の
若
し
-
弟
L･･B
る
鮎
に
し
て
p
前
者
は
五
官
腔
､

七
官
皮
及
九
百
度
附
近
に
於
て
不
達
積
的
膨
脹

曲
線
を
為
し
､
其
鮎
に
於
て
結
晶
構
造
上
に
も

注
意
す

べ
き
鼻
化
あ
る
は
余
等
の
研
究

(恥
的
桝

詔

讐

縦
筋
)
及

『
デ
-
ツ
ー
ラ

｣
』

及
『
ケ

-
レ

ル
』
両
氏
共
同
研
究
に
よ
り
で
別
か
ど
な
れ
り

三
屯
出
火
山
崎
出
物
の
研
究

T
sch
erm
akS
E
;.n.P
etr･.D./li℃t.

1
9
2
5.
3
8.
S
.
2
23-
261.

ニrhJt

こ

こ



地

･球

筋
丸
谷

第
四
班

毒

f

F
叫

斜
長
石
鷹
が
高
温
皮
よ
-
低
温
皮
に
至
る
間
に
漸
鼻
的
に
其
渚
性
質
を
鼻
化
す
～J
の
今
日

1
枚
に
街
は
る
る
推
定

は
､
主
だ
し
て
椀
物
の
加
熱
或
は
冷
却
の
時
温
曲
線
に
根
接
を
有
す
る
も
P
此
の
曲
線
の
走
向
は
嚇
物
内
部
の
熟
的

奨
化
に
勤
し
鋭
敏
に
塵
化
せ
ざ
る
を
以
て
.
上
記
の
目
的
の
虜
め
に
は
適
皆
の
方
法
三
百
ふ
な
得
や
.
触
る
に
余
等

の
終
蘭
に
よ
れ
ば
示
差
膨
脹
測
定
法
よ
-
称
た
る
結
果
は
是
等
の
性
質
蟹

不
す
に
前
者
に
此

L
著
し
-
鋭
敏
な
る
を

以
て
､
其
粧
某
は
造
か
に
従
魂
の
者
に
此
し
て
精
確
な

ら
三
百
ひ
程

ペ
し
｡

二
､
波
璃
岩
石
の
加
熱
に
よ
る
容
積
の
変
化
及

千
度
附
近
に
於
け
る
仙石
渡
の
比
重

次
長
石
の
結
晶
が
p
其
付
液
た
る
岩
壁
中
に
於
で
容
易
に
沈
下
す
る
か
､
或
は
容
易
に
洗
下
し
待
ざ
る
も
の
な
る

か
は
'
屡
々
吾
人
の
話
題
に
上
る
問
題
な
り
｡
薯
際
の
場
合
に
此
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
種
々
の
榛
件
の
下
に
考

察
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
'
其
主
因
の

一
は
先
づ
岩
壁
だ
結
晶
ど
の
高
温
に
於
け
畠
此
蚤
の
差
に
蹄
せ

ざ
る
ペ
か
ら

す
｡
高
池
に
於
け
る
硯
物
及
岩
壁
の
比
重
は
未
だ
測
定
せ
ら
れ
た
る
者
殆
ん
で
無
-
.'
殊
に
岩
壁
の
比
重
の
測
定
は

容
易
な
る
業
に
あ
ら
や
｡
視
雅
な
る
揮
凝
成
分
.,J
茂
雄
な
る
非
揮
磯
成
分
を
有
す
る
岩
牧
の
帝
孤
高
魔
の
.T

L
に
於
け

る
此
頚
の
.貨
測
は
､
現
今
に
放
て
は
金
Y
不
可
能
の
革
に
屠
L
t
地
下
厚
暦
の
血

域
を
占
む
る
吸
璃
玄
武
岩
貿
岩
壁

の
如
き
唯
僅
か
に
其
中
を
通
過
す
る
地
震
波
の
感
度
よ
-
其
比
重
を
推
測
し
得
る
場
合

あ
る
の
み
｡
今
金
等
が
鼠
に

試
み
ん
.ど
す
る
甘
､
火
成
岩
の
加
熱
に
よ
る
膨
脹
傘
を
測
定
し
先
づ
岩
石
の
温
度
の
醇
化
に
よ
る
比
重
の
塾
化
を
知

り
､
其
姑
基
よ
り
1-岩
葉
の
此
乗
を
推
測
せ
ん
だ
す
る
な
-
｡
山万
柴
は
高
温
に
於
げ
る
牧
場
鷹
山万
石
E
も
言
ふ
む
程

ぺ



L
｡
叶
に
岩
壁
の
岩
相
を
猶
地
変
舷
弧
の
所
に
於
て
保
存
す
る
も
の
は
火
山
改
構
だ
言
ふ
可
き
な
･9
.
故
に
此
の
牧

村
を
加
熟
し
て
､
高
配
に
至
ら
し
め
'
温
度

の
担
化
に
準
じ
て
容
積
の
挺
化
を
測
定
し
.
従
っ
て
比
茸
の
鍵
化
を
知

る
を
符
ば
､
岩
某
の
庶
笈
を
知
-
縛
る
5
.な
る
も
'嘉

弧
に
於
て
揮
駿
嵐
分
を
岩
麓
中
に
熔
融
せ
し
め
置
-
に
要
す

る
苗
魔
を
賓
駿
に
使
用
す
る
は
容
易
の
業
に
あ
ら
や
､
余
等
は
僅
か
に

小
束
鷹
の
下
に
於
で
火
山
改
璃
.&
膨
脹
を
測

定
せ
か
の
み
な
も
｡

以
上
の
賓
験
の
目
的
に
封
し
.
明
治
七
年
の
三
宅
島
溶
岩
中
に
主

だ
し
て
'
吸
璃
よ
b
成
る
塊
状
岩
石
を
求
め
た

る
も
得
る
苗
は
ざ
む
き
､
故
に
ラ
ビ
-
な
電
束
櫨
中
に
加
熱
し
て
熔
融
L
P
此
れ
を

急
激
に
冷
却
し
て
多
孔
質
の
吸

瑞
を
得
貸
戯
な
行

へ
わ
｡

凡
そ
岩
石
里
向
弧
に
て
熔
融
し
'
常
鷹
の
下
に
.て
急
激
に
冷
却
し
て
､
ピ
ー
〝
塔
に
見
る
如
き
'
粗
密
な
る
牧
璃

岩
を
村
る
は
不
可
能
に
属
す
｡
如
何
だ
な
れ
ば
､
岩
石
中
に
は
其
畳
に
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
'
常
に
輝
磯
成
分
存
在

す
る
を
以
て
､
非
常
の
高
腰
b<q･J加
ふ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
高
配
に
於
て
は
気
泡
を
生
じ
'
急
激
の
冷
却
に
遭

へ
ば
浮
石

或
は
ラ
ビ

タ
の
如
き
多
孔
異
の
改
構
を
塵
や
｡
隠
岐
の
馬
蹄
石
､
十
勝
の
十
勝
石
'
信
濃
和
円
峠
の
課
聯
石
､
或
は

有
田
腰
番
の
累
曜
石
の
如
き
､
轍
密
披
璃
岩
は
軍
に
急
激
の
冷
却
の
み
に
て
生
す
る
者
に
あ
ら
ず
､

必
ず
や
特
種
の

成
因
上
の
櫨
件
の
下
に
壁
じ
た
る
者
な
ら
ざ
る
吋
か
ら

ざ
る
も
'
未
だ
此
れ
に
紺
す
る
詳
細
の
研
究
あ
る
を
聞
か
ざ

る
t･･b
･il
r)

去

邦
の
如
き
火
山
閥
に
あ
-
て
は
､
到
る
所
に
豊
潤

る
火
山
蔑

見

禦

豊

肺
は
其
)
の
露
出
散
布
耳
鼻

あ

J

る
が
如
-
考
ふ
る
者
あ
ら
ん
も
革
質
は
然
ら
ず
.
今
試
み
に
紋
璃
の
み
ょ
り
成
る
火
山
岩
を
求
め
ん
か
其
産
地
は
決

三
･.昭
托
火
山
鴫
恥
物
の
研
究

二

警

]

叫
五



地

球

.

第
九
怨

第
四
班

去
.A

〓

ハ

し
て
多
し
三

日
ふ
可
か
ら
ず
､

一
見
班
璃
岩
.J
思
は
る
⊥る
も
の
も
P

顕
微
鏡
下
に
槍
す
れ
ば
細
小
な
る
多
畳
の
結
晶

女
キ
ラ
イ
ト

を
含
有

し
､
異
の
披
璃
岩
た
る
黒
曜
石
p
興
味
岩
或
は

玄

武

岩

駿

滴

の
如
き
は
､
其
産
地
局
所
に
限
ら
れ
其
畳
も
多

か
ら
や
'
此
れ
其
成
因
に
限
定
せ
ら
れ
た
る
楳
件
の
春
す
る
も
の
あ
ら
ビ
解
せ

ざ
る
ペ
か
ら
す
.

明
治
七
錐
噴
出
の
ラ
ビ
リ
の
溶
憶
の
加

熱
に
よ
る
膨
脹
及
こ
れ
だ
比
瞭
せ
ん
為
め
有
田
腰
岳
産
の
黒
曜
石
に
就
き

て
測
定
せ
る
線
膨
脹
の
状
態
等
は
第
二
敦
及
箪

京

第
三
蘭
に
見
る
が
如
し
｡
此
資
股
上
は
上
田
p
可
児
両
壁
士
の

補
助
に
よ
れ
わ
｡

Lin由reXpansiohofobsidiart

andfuscdlapilliin/0-b'.

Temp.ーObsidian, FusedArita lapilli

2()TC 0.00 0.00
50 0.01 0.01

loo 0.02 0.03
lら′) 0.り3 0.04

250 0.07 :0.L8
300 0:08 0.10
350 0.10 ･0.12
400 〔).12 U.16
450 〟.13 0.17
600 0.15 0.20
550 0.17 ･0.22
600 0.20 0.25

630 Oi22 ､0.27650 0.23

670 0.32 0.23029
700 0.37

72〔)7EO 0.37 0.33033
760･780 0.35 0.81

800 0.34 0.16050
830860 0.10 Jl:68
g69 0.0し) _2.81
880 -0.22
B90 -0.39
900 -0.43
910 0ユ6

･920 2,20

岩
石
を
熔
融
し
て
得
た

る
人
工
班
璃
(
第
二
団
)

皮

品
噴
石
k
)綱
す
る
天
然
班

鶴
(
第
三
田
)
の
膨
脹
曲
線

を
此
故
す
る
に
其
状
飴
は

大
脇

よ
-
観
て
規
を

t
に

す
竺
謀
は

ざ
る
ペ
か
ら
す

政
に
誠
に
は
天
熱
投
璃
崇

の
膨
脹
状
題
を
詳
説
し
て
p
人
工
攻
璃
岩
の
場
各
も
同
様
に
説
明
し
碍
べ
き
壁

不
さ
ん
ど
す
p
沿
換
言
す
れ
ば
天
然

に
産
す
る
石
英
粗
面
岩
班
鳩
の
加
熱
膨
張
も
玄
武
岩
よ
-
人
工
的
に
作
れ
る
班
璃
の
加
熱
膨
脹
も
規
を

.Z
に
し
て
説

明
し
得
る
事
を
示
さ
ん
ど
す
.J
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第
三
園
は
肥
前
有
田
､
腰
岳
産

の
火
山
吸
璃
即
ち
鵜
曜
石
の
加
熱

に
よ
-
て
珪
す
る
膨
脹
､
粘
性
の

減
少
に
よ
.る
礎
形
も
雄
健
成
分
の

急
激
の
逸
散
及
爆
敬
等
の
状
態
を

示
せ
る
も
の
な

ら
､
今
岡
中
の
曲

肋
を
観
る
に
.
常
況
よ
d
六
育
三

十
度
迄
は
除
々
の
膨
脹
蟹
不
す
､

是
れ
約
〇
二
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
の
揖

敬
成
分
を
有
す
る
石
基
粗
面
岩
牧
粥
の

一
乗
魔
の
察
気
中
に
於
け
る
加
熱
膨
脹
聖

ホ
せ
る
も
の
に
し
て
'
揮
散
成
分

は
温
度
の
上
昇
に
従
ひ
其

一
部
を
放
散
す
る
も
､
求

だ改
溝
の
粘
性
に
打
ち
勝
ち
て
気
泡
を
塵
す
る
に
至
ら
ず
｡
六

百
三
十
鑑
よ
rc,曲
線
は
急
に
上
向
し
約
七
宵
五
十
皮
は
其
頂
鮎
な
-
'
曲
線
の
如
斯
走
向
を
豊
す
る
は
次
の
如
-
紋

別
す
る
を
柑

ペ
し
｡
即
ち
此
の
脱
皮
に
至
れ
ば
､
披
鞘
の
固
結
カ
は
其
カ
を
減
じ
､
之
れ
に
反
し
て
吸
期
中
に
含
ま

る
る
揮
散
成
分
は
其
張
力
を
埼
大
し
､
為
め
に
改
構
は
著
し
-
膨
脹
を
来
す
｡
曲
兼
の
頂
鮎
に
於
て
ーは
吸
璃
の
粘
着

力
だ
揮
磯
成
分
の
張
カ

ビ互
に
平
均
せ
る
所
に
し
て
.
其
弧
皮
を
越
ゆ
れ
ば
､
揮
礁
成
分
は
気
絶
を
な
し
て
改
構
よ
り

退
散
す
O
足
れ
披
潤
は
著
し
-
其
粘
性
を
減
じ
た
る
苛
様
に
し
て
又
僅
か
の
外
魔
に
も
其
形
態
を
挺
す
る
に
至
る
'

三

宅

砧
火

山
帖
川
佃
の
那
光

一
諒

荘

丁七



地

球

第
九
番

第

四

舵

壷

ハ

7
八

曲
線
が
七
百
五
十
度
よ
り
九
百
度
迄
下
降
す
る
は
決
し
て
吸
璃
の
容
積
の
減
縮
す
る
が
薦
め
に
あ
ら
や
し
て
も
童
ビ

L
で
示
差
膨
脹
計
に
附
属
す
る
ス
プ
-
ン
グ
の
小
な
れ
で

も
其
鷹
迫
の
カ
に
よ
る
改
瑞
の
塵
態
に
困
る
も
の
な
ら
｡

九
宵
度
を
越
ゆ
れ
ば
曲
線
は
又
急
激
に
上
昇
す
､
選
れ
滑
僅
か
に
魂
存
せ
る
揮
畿
成
分
の
急
激
L･B
る
膨
脹
に
よ
-
～

既
に
粘
性
大
ど
な
れ
る
改
構
に
幾
多
の
裂
隙
を
生
せ
し
め
､
揮
磯
成
分
は
爆
数
的
に
逸
放
せ
る
を
以
て
な

-
0

品
曜
石
即
ち
石
英
粗
面
岩
牧
瑞
の
加
熱
に
よ
る
膨
脹
､
粘
性
の
樹
減
､
或
は
揮
聴
成
分
の
教
故
の
状
態
は
上
に
記

せ
る
が
如
し
.
今

し
れ
聖

二
宅
島
琴

フ
ピ

リ
の
人
工
熔
髄
に
就
き
て
見
る
に

(
第
三
固
)
其
曲
線
の
走
向
は
前
者
ビ

JAE' LA' Jpp qdO JeO 紳 nO too fJLO Jmb

T････p･･dlEL,PeI-･LC.

よ(:熟加の噴出岩放流直島舶国後盟

ヰヒ襲q)盈:張る

■寸

t=/,(～
,･

･･･T

相
似
の
者
な
り
'
只
僅
か
に
曲
線
屈
折
の
脱
皮
に
多
少
差
異
あ
る
且
肌
着
の

九
百
度
に
於
で
急
激
に
爆
登
の
状
態
を
量
す
る
現
象
は
.
後
者
に
於
で
は
認

む
る
を
得
ざ
る
こ
ど
な
-
､
こ
れ
恐
ら
-
基
性
岩
質
の
者
は
猶
九
甘
皮
に
至

る
も
粘
性
小
に
し
て
.
容
易
に
揮
凝
成
分
を
凝
散
し
縛
る
が
為
め
な
ら
ん
0

第
三
間
に
示
せ
る
者
は
､
有
田
産
黒
曜
石
に
就
き
て
賓
戯
せ
る
始
発
な
る

が
､
余
等
は
姫
島
､
隠
岐
'
和
田
峠
､
十
勝
及
朝
鮮
明
川
等
に
産
す
る
島
曜

石
或
は
改
構
岩
に
つ
き
で
､
同
様
の
薯
鹿
を
行
ひ
た
る
も
皆
岡
城
な
れ
ば
､

有
田
産
韻
曜
石
の
姉
弟
を
以
て
､
石
英
勅
面
岩
牧
璃
の
此
欄
の
性
質
の
代
表

だ
tJbす
を
稗
ペ
L
t
基
性
火
山
岩
牧
班
の
場
各
は
人
工
に
ま
る
多
孔
質
の
者

に
就
き
て
賓
膿
を
行
ひ
た
鳩
も
怠
れ
又
略
同
様
な
る
結
果
を
符
た
る
は
､
上

述
せ
る
朗
の
如
し
U



上
に
.述

べ
た
る
示
差
膨
脹
計
歓
以
て
測
起
せ
る
火
川
吸
鞘
の
加
熱
に
よ
る
容
積
の
挺
化
中
に
は
､
軍
に
湿
圧
の
野

化
に
因
る
影
響
の
み
Ll
ら
す
､
其
化
学
成
分
上
の
壁
化
即
ち
揮
散
成
分
の
逸
散
に
因
-
で
生
や
る
容
積
の
鼻
化
も
加

jlt ′C. VoLEXp.in%. Density VoLEXp.inプt. DenSlty一､

20 0.0(ー 2.355 0.00 2.73,L:.

100 0.06 2222･2222354. 0.03 ･2こ73..■

200 0.15 352 0,19 2.つ2

40() 0.36 347 0.45 2.72
580 0.45 344 0,59 2.71

(nO 0.54= 42 0.74 ~､12J.71271

650700 0.63 40. ､0.那0.84.. こ2.71
BCIO 0.72 38
90(ー ･ー0.84 35
1000 0.93 .333

主
戦
島
火
山
岐
山
佃
の
軒
先

は
-
居
る
を
以
て
､
成
分
上
の
舜
化
を
伴
は
ざ
る
異
の
加
熱
膨
脹
は

此
の
薯
脇
の
箱
発
意

は
知
る
急

ざ

る
菅

(
蜘
硝
鮎

朋
州
納
諸

州

仰
鴇

欝

餌
場
蜘
謂

翫

陥
紙
納
馳
讐

鴇

)
殊
箕

官

庶

以

上

の
高

潤

に
於
で
は
'
揮
磯
成
分
影
響
著
し
き
を
以
て
'
容
積
の
膨
脹
は
叉
外

塵
に
関
係
す
る
所
少
々
に
あ
ら
ざ
る
甘
-
｡
此
等
の
複
雑
な
る
影
響

の
此
綾
的
小
な
る
範
囲
即
ち
骨
組
よ
-
六
官
度
迄
の
火
山
吸
璃
の
容

積
の
膨
張
率
は
第
三
表
に
見
る
が
如
し
.

以
丘
の
賓
勝
の
結
果
を
基
だ
し
て
'
若

し
寄
人
が
任
意
の
高
魔
を

更
に
此
の
質
験
に
使
用

し
得
る
だ
限
定
せ
ん
か
.,
既
に
述
べ
ね
る

.I

東
燃
の
場

倉

に
六
宵
三
十
度
よ
り
急
に
上
昇
せ
る
曲
線
は
'
苗
魔
の

場
合
に
は
其
方
向
を
取
ら
や
し
て
､
他
の
方
向
を
取
る
な
る
ペ
し
.

芳
し
熔
鰻
に
其
中
に
含
む
､
揮
発
成
分
の
急
激
な
る
逸
散
を
題
さ
し

め
ざ
る
程
度
の
外
魔
を
輿
ふ
る
時
は
'
熔
髄
の
容
積
は
常
況
及
六
育

三
十
度
に
相
皆
す
る
膨
脹
の
二
瓢
を
直
線
に
て
結
び
其
延
長
の
方
向

に
近
き
も
の
を
取
る
ビ
考
ふ
る
哲
得
ペ
し
｡

女

丸
首
皮
に
放
て
も
揮

7.重

1
7
九



地

球

第
九
容

前
田
雄

志

八

二〇

聴
成
分
は
其
外
魔
を
通
皆
に
埼
大
す
る
事
に
よ
-
て
爆
発
的
発
散
を
免
る
る
を
以
て
､
膨
脹
曲
線
に
特
別
の
塵
化
を

農
す
る
罫
な
-
p
遵
縛
的
に
除
々
ビ
上
昇
す
る
者
だ
見
放
す
密
林

ベ
L
､
勿
論
以
上
の
推
考
に
於
で
､
吸
璃
岩
石
の

可
魔
率
は
常
況
よ
り
六
甘
三
十
皮
に
脱
皮
を
礎
化
す
る
も
基
準
は

-i
来
歴
の
場
合

だ
牢
行
的
肇
化
を
な
す
も
の
ど
慣

定
せ
り
､
以
上
の
暇
定
の
下
に
容
積
及
比
重
の
夢
化
を
算
用
す
れ
ば
其
結
果
は
第
五
間
に
示
す
が
如
し

(
第
三
敦
盛

盟

)
0

同 五 第

畑

叫
｡
･
｡

m
S

M

……

S

I/.
･
･...‥
…

J

l･…

こ
こ
ミ

L
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L,J
u
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第
五
園
に
見
る
が
如
-
､
有
田
腰
喬
の
黒
曜
石
の
容
積
の
膨
脹
は
､
六

宵
鹿
に
於
で
は

〇
･
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
て
､
従
っ
て
比
重
は
､
二
十

度
に
於
て
二

二
二
五
五
な
る
者
が
､
六
宵
庇
に
て
は
二

二
二
四
二
に
減
じ

千
度
に
於
て
は
史
に
二

二
二
二
三
に
減
少
せ
-
O

以
上
述

べ
た
る
所
は
‥

一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
揮
磯
成
分
を
含
有
す
る

火
山
吸
璃
に
つ
き
で
行

へ
る
紫
蘭
の
姉
弟
は
乾
に
経
論
を
加

へ
た
る
者
な

る
が
'
滑
多
量
の
揮
教

成
分
を
含
有
す
る
火
山
吸
璃
即
ち
選
球
岩
の
加
熱

膨
脹
の
現
象
は
､
県
曜
石
の
場
合

だ
其
趣
を
典
に
す
る
朗
あ
る
も
'
此
等
の
種
類
に
就
き
て
は
更
に
蔑
題
を
改
め
て

翰
述
す
る
所
あ
る
ペ
し
｡

三
､
明
治
七
年
噴
出
せ
る
結
晶
質
熔
岩
の
加
熱
に
よ
る
膨
脹

明
治
七
牢
七
月
三
=
の
本
色
付火
山
活
軸
に
於
で
ラ
ビ
-
及
灰
長
石
火
山
日脚
岬
の
噴
山山
に
引
き
潰
き
館
岩
を
始
仙出
せ
-



春
着
は
鴇
色
に
し
て
､
基
大
部
分
は
肉
限
崎
に
潜
晶
質
な
れ
共
赤
謂
所
に
斜
長
石
の
板
晶
を
認
む
る

な
得
I
石
基
に

は
少
か
ら
ざ
る
戴
孔
を
有
す
れ
典
ラ
ビ
-
の
如
-
多
か
ら
す
し
て
重
し
p
其
此
重
は
商
状
撃
士
の
測

定
に
疲

れ

ぽ

こ

｡
八
八
五
な

-
､
以
て
本
岩
の
結
晶
質
な
る
を
知
る
べ
し
｡

此
れ
を
蹟
倣
鏡
下
に
観
察
す
れ
ば
童
だ
し
て
現
品
の

斜
長
石
ビ
輝
石

AJJ
よ
り
成

り
P
其
他
の
原
物
を
副
成
分
だ
L
p
政
等
椀
物
の
間
隙
を
褐
色
の
吸
璃
充
填
す
p
此
の
斜

長
石
は
其
平
均
屈
折
率
は

1
･5
6
7
-
1
･5
7
2

の
間
に
あ
る
を
以
て
其
成
分
は

AbBSAn
G･,
ビ
推
定
す
る
を
得
｡

本
岩
畳

別
邸
に
述

べ
光
る
p
火
山
班
璃
翠
に
行

へ
る
質
散
ビ
同
産
の
方
蔭
を
以
て
p
加
熱
に
よ
る
容
積
の
担
化
を

測
足
せ
る
に
.
第
七
表
に
示
す
が
如
し
｡
敦
に
見
る
が
如
-
比
の
貸
駿
は
四
偶
の
岩
石
安
静
棒

を
作

り
P
其
各
に
つ

.ll'日焼て於に!.I.)I:ヒ三J'rl七拍ty]
及掠 るよに熟加の王削容るぜ

牝班の認比及脹膨の税容

き
て
測
定
な
行
ひ
比
等
の
平
均
数
を
ĵj
り
て
本
岩
の
亜
膨
脹

だ
な
し
P
其
れ
よ
-
容
積
及
此
京
を
算
用
せ

-
(欄
附

紀
鰐

)

此
の
結
果
を
前
節
の
班
璃
火
山
岩
の
膨
脹
現
象
に
比
故
す

る
に
､
本
結
晶
質
終
岩
は
故
璃
岩
に
此
し
て
膨
脹
牽
造
か
に

大
に
し
て
p
六
官
皮
に
於
て
は
容
積
の

〇
･
九
六

『
パ
ー
セ

ン
J･』
を
槍
大
す
る
も
.
現
職
の
場
各

は
僅
か
に
○
｡
五
四

t･･6
-
0

千
度
に
於
け
る
結
晶
質
熔
岩
の
容
積
は
､
常
滑
の
二

二

二
パ
ー
セ
ン
ト
を
増
し
'
友
長
石
の
同
胞
皮
に
放
け
る

山
･
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
此
す
れ
ば
比
較
的
大
な
-
三
苗
は

ざ
る
可
か
ら
や
.

加
熱
に
よ
る
容
積
の
婁
化
よ
-
此
東
の
担
化
を
算
用
す
れ
ば
節
四
嚢
に
見
る
が
如
-
､
常
楓
に
於
で
二

･
八
八
五

三
屯
抱
火
山
仰
山
特
の
研
死

三
芳

二
叫



第 四 嚢

erupted in 1875 on the islandof M iyakt,

節
九
懲

終
四
班

二

召

二
二

は
千
皮
に
於
て
こ
｡
八
二
五
に
減
じ
､
僅
か
に
小
数
m
以
下

二
位
に
於
て
米
軍
位
を
威
せ
る
の
み
｡

四
JD
灰
長
石
と
同
時
に
噴
出
せ
る
ラ

ビ
-

(L
apilli)
の
性
質

明
治
七
年
七
月
三
日
の
三
宅
鳥
の
噴
火
に
は
､
最
軌
多
量

の
灰
長
石
誓
フ
･iJ
ク

ビ
を
同
時
に
噴
出

し
･
賂
岩
は
其
後
に

噴
出
せ
む
竺
冨
ふ
.
故
に
噴
出
以
前
tこ
於
で
友
長
石
を
結
晶

せ
し
め
該
碑
物
だ
接
禍
の
状
態
に
あ
わ
た
る
溶
液
即
ち
岩
栗

は
'
殆
ん
ざ
其
位
に
田
結
し
て
ラ
ビ
ク

ビ
な
わ
た
る
者
に
て

化
尊
成
分
上
後
者
の
前
者
だ
異
な
る
鮎
は
､
只
僅
か
に
躍
敬

成
分
の
或
部
分
を
遊
出
せ
し
め
た
る
に
あ
る
の
み
｡
如
斯
状

態
の
下
に
形
成
せ
ら
れ
た
る
ラ
ビ
ク
の
性
質
の
研
究
は
'
春

岩
壁
中
に
於
け
る
灰
長
石
の
成
因
に
関
す
る
考
察
及
曹
時
の

火
山
活
動
の
状
慮
及
原
園
等
を
研
究
す
る
に
教
も
必
要
な
る

よ
じ
の
わ仏
-
0

㌧此
ラ
ピ
ソ
を
頼
政
坂

下
Li
敏
す
る
に

､
多
孔
質
に
し
.て
･



大
部
分
は
改
構
よ
-
成

-
ー
其
岬
に
少
か
ら
ざ
る
斜
長
石
ビ
輝
石
･.IJ
の
徴
晶
を
含
む
ー
此
等
徴
晶
の
吸
刑
中
に
存
在

す
る
状
態
を
観
る
に
'
高
塩
の
吸
硝
質
岩
柴
が
噴
火
に
よ
-
て
冷
却
を
始
め
､
此
軍
機
物
の
結
晶
作
用
を
起
さ
し
め

た
る
も
､
急
激
の
冷
却
は
岩
碇
に
粘
性
を
増
大
せ
し
め
､
薦
め
に
其
作
用
を
防
止
せ
し
め
た
る
も
の
な
る
は
本
岩
の

撞
徴
腰
的
組
織
よ
り
容
易
に
離
諭
し
得
る
所
な
-
､
故
に
此
等
敏
品
の
斜
長
石
及
輝
石
は
､
共
に
本
岩
麓
の
噴
出
直

後
の
初
成
東
物
L･1
る
は
明
か
に
し
て
p
未

だ反
鷹
現
象

(
R
eqcti.
n
phenom
ena
)
等
を
量
す
る
暇
な
か
-
し
も
の

な
ち
G

此
の
斜
長
石
は
結
晶
火
山
弾
だ
し
て
抽
出
せ
ら
れ
た
る
灰
長
石

(
A
n
.p6)

に
比
し
て
肋
分
子
哲
多
-
含
み
9
其
平

均
屈
折
率
は

1
･5
751
1
･5
7
8
の
問
に
あ
る
を
以
て
其
化
撃
成
分
は
略

An

so

ビ
判
定
す
る
を
得

ペ
L
､
此
革
質
は

噴
火
切
望

肌
及
直
後
の
岩
濃
中
に
於
け
る
斜
長
石
の
結
晶
作
用
及
其
存
在
の
有
様
を
澄
明
す
る
大
切
の
現
象
な

-
即

ち
噴
火
以
前
に
於
て

A

n96の
次
長
石
を
晶
出
し
此
等
結
晶
だ
按
禍
を
保
て
る
岩
壁
は
､
噴
出
直
後
に
於
で
は
同
成

分

の
斜
長
石
を
形
成
せ
や
し
宣

A

nLC-O
を晶
出
L
p

恰
も
其
母
級
は
著
し
-
性
質
を
異
に
せ
る
者
の
如
き
軌
を
興

ふ
｡
澗
て
此
等
母
液
の
.性
質
を
考
ふ
る
に

p噴
火
の
直
前
だ
直
後
にこ
於
で
其
化
撃
性
質
は
其
中
に
含
有
せ
ら
る
る
羅

凝
成
分
を
除
き
て
は
竃
し
き
差
鵜
を
鎮
や
る
者
に
あ
ら
ざ
る
は
寄
人
の
容
易
に
首
肯
す
る
朋
な
る
ペ
L
t
故
-こ
此
岩

液
中
に
結
晶
作
用
を
起
さ
し
め
ん
か
p
此
魔
に
形
成
せ
ら
る
る
斜
長
石
の
如
き
磯
物
の
成
分
は
噴
火
の
直
前
に
於
て

も
直
後
に
放
て
も
大
義
な
き
も
の
だ
考

へ
科

べ
き
か
｡
若
し
基
し
て
然
り
だ
せ
ば
其
成
分
は
噴
火
直
後
に
於
で
初
期

晶
出
の
斜
長
石
の
成
分
即
ち

jhsoだ
等
し
か
ら
ざ
る
ペ
か
ら
ざ
る
班
L･i
b
.-
然
る
に
噴
火
直
前
に
岩
禁
中
に
存
在

せ
る
斜
長
石
切
成
分
は
An
分
子

に富
み
既
に
記
せ
る
が
如
-

A
n
gsな
･･ctQ
此
現
象
を
如
何
に
説
明
せ
ぼ
各

班
的
な

三
屯
･iP
火
山
慨
出
物
の
祈
死

票

1

二
三



地

球

第
九
笹

節
凹
批

菜

二

二
四

る
か
以
F
少
し
-
論
述
す
る
所
あ
る
ペ
L
｡

噴
火
裾
前
に
岩
壁
中
に
存
在
せ
る
斜
長
石
は
結
晶
火
山
弾
ビ
し
て
多
蓋
に
噴
出
せ
ら
れ
た
る
灰
長
石
(A
neG)
な
b

此
斜
長
石
は
普
通
に
見
る
如
き
層
群
構
造
を
豊
す
る
も
の
な
し
.
故
に
其
結
晶
作
用
は
其
速
度
大
に
し
て
急
激
に
形

成
せ
ら
れ
た
る
者
な
る
か
p
或
は
其
母
按
.FJ
反
塵
作
用
を
完
金
に
行
ひ
相
皆
の
長
時
間
を
婁
し
っ
～
殆
晶
せ
る
窟
な

る
か
の
.
執
れ
か
に
鋸
せ
ざ
る
ペ
か
ら
や
p
然
る
に
後
者
の
塩
谷
に
は
斑
紋
4jJ
完
金
に
化
学
平
衡
を
供
花
ざ
る
ペ
か

ら
ざ
る
を
以
て
p
噴
出
直
前
の
岩
壁
の
成
分
即
ち

Anmo駕
m
出
す
る
成
分
よ
-
此
の
如
き
An
分
子
に
富
め
る
衣
長

石
(An

cG)
を
晶
出
す
qJ･J
考
ふ
る
は
不
可
能
に
屈
す
る
を
以
て
､

該
次
長
石
は
岩
壁
の
結
晶
を
始
む
る
初
期
に
放
て
大

な
る
結
晶
速
度
を
以
て
晶
出
L
p
魂
投
と
は
反
旗
作
用
を
布
ふ
暇
な
-
し
て
噴
出
せ
る
者
だ
考

へ
ざ
る
可
か
ら
や
｡

以
上
の
結
論
は
余
が
轟
に
述
べ
た
る
三
宅
島
次
長
石
の
結
晶
速
度
の
特
に
大
な
･D
L
E
の
所
論
を
更
に
補
助
す
る

も
の
空
言
ふ
可
き
な
pE,0

獅
他
に
任
意
す

べ
き
は
､
噴
火
以
前
に
結
晶
せ
る
灰
長
石
中
に
は
少
か
ら

ざ
る
粗
慣
石
を
倉
む
も
輝
石
を
金
魚
放

け

ゎ
'
而
し
て
ラ
ビ

リ
中
に
は
輝
石
を
存
す
る
も
金
魚
粗
糖
石
を
敏
-
事
な
ら
｡
同

一
の
岩
壁
よ
-
高
塩
に
於
て
撤

標
石
を
晶
LT
L
.
温
度
の
降
下
ビ
反
鷹
作
用
ビ
に
よ
-
鞘
槽
石
の

山
部
或
は
各
部
母
綬
中
に
熔
融
し
て
輝
石
の
晶
出

を
見
る
は
既
に
賓
股
上
澄
明
せ
ら
れ
た
る
所
な
り
P
故
に
此
槽
原
石
AfJ
輝
石
だ
は

1
見
恰
も
同

一
系
統
の
結
晶
作
用

に
よ
-
て
生
じ
た
る
が
如
-
考

へ
得
る
だ
雄
も
､
滑
詳
細
に
考
究
す
る
時
は
此
の
場
各
に
於
け
る
此
等
解
物
の
結
晶

作
用
は
正
に
相
異
な
る
系
統
に
屈
す
る
者
,̂J
言
は
ざ
る
可
か
ら
す
､
如
何
ど
な
れ
ば
棟
臆
石
は
衣
長
石
ビ
共
に
共
鳴

揖
直
前
ま
で
母
液
だ
完
全
に
化
撃
平
衡
を
保
て
る
者
に
あ
ら
ざ
る
は
次
長
石
の
易
合
に
諭
せ
る
朗
よ
り
推
察
す
る
を



得
る
な

ら
､
故
に
ラ
ビ
-
中
の
輝
石
は
噴
火
砥
後
の
岩
牧
か
其
原
溶
彼
･/･J
し
て
､
瓶
晶
を
姉
め
た
る
者
に
し
て
ー
轍

機
石
は
噴
火
竪

削
よ
-
獅
先
さ
の
次
長
石
晶
出
時
代
に
於
け
る
碧
濃
の
初
期
晶
出
椀
物
な
り
｡

上
述
の
如
き
閥
係
に
あ
る
ラ
ビ
リ

の
化
畢
分
析
を
潮
声
排
撃
土
に
依
蝿
し
て
行
ひ
だ
る
結
果
は
左
の
如
し

又
高

取
撃
士
の
本
岩
を
粉
末
E
L
て
測
定
せ
る
此
菜
は
左
敦
に
附
託
す
る
が
如
し
｡
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比 3lt.2.73

上
の
分
析
の
結
果
だ
明
治
七
年
噴
出
の
他
の

熔
岩
の
化
撃
成
分
AfJ
比
較
研
究
せ
ば
典
妹
あ
る

問
題
な
る
べ
L
p
此
等
に
就
き
て
は
癖
藤
仁
君

日
下
研
究
中
な
る
を
以
て
､
同
氏
の
報
告
を
待

ち
て
史
に
論
述
す
る
機
あ
る
べ
し
〕

五
ー
灰
長
石
中
に
含
ま
る
る
梗
概
石
の
物
理
的
及
化
学
的
性
質

明
治
七
年
に
三
宅
島
に
て
活
動
せ
る
岩
波
中
に
で
､
最
初
に
結
晶
を
初
め
た
る
磯
物
は
穐
撒
石
電
ら
ん
と
は
前
節

に
記
せ
る
が
如
-
常
時
の
噴
出
物
を
軌
質
し
て
推
考

し
村
る
朗
な

-
.
又
熔
岩
の
化
撃
分
析
の
結
果
ま
た
石
渡
の
転

轡
成
分
を
推
考
す
る
も
其
中
に
於
け
る
初
期
晶
出
魂
物
は
楯
糖
石
及
次
長
石
な
ら
ん
亡
は
想
像
し
程
ら
～7
t｡
朋
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